
「生活 指 導 」 に も とづ いた社 会科 の授業 づ く りに関 す る研 究

̶ 当 事 者 性 を た ち あ げ る学 び に 焦 点 を あ て て ̶

猪 野 結人

1 、研 究 の 目的

本研 究 は、 生活 指導 の考 え方 に基 づ いた社 会科 の理論 ( 内容、授業 方法) を、授業 実践 を

通 して明 らか にす るこ とを 目的 とす る。 これ を明 らか にす る ことで、社 会科 の枠組 みで、生活

指導 の 目標 で あ る、子 どもた ち に 自治 能力 と民主 的 な人格 を形成 す る こ とをめ ざす。

2 、研 究 の特 質 と背景

教 育基 本 法 の第 1 条 にお いて、教 育 の 目的 は、平和 で民主 的 な国家、社 会 の形成者 を育 て

る こ とだ とされて お り、学校 教 育 の担 う役割 は大 きい。

全 国生活指 導研 究協議 会 (以下、全 生研 ) は、生活指導 の理 論 と実践 を発展 させ て きた。

全 生研 は、 自治 的 で民主 的 な集 団 をつ くる こ とを とお して子 どもたち に 自治 能力 と民主 的 な人

格 を形 成 す る こ とをめ ざ して い る。全 生研 は、 自治 とは、 「外 部 か らの干渉 を排 して 「自分 た

ちの こ とは 自分 た ちで決 め る」 とい う自己指導 • 自己管理 を行 うこと」、 民主 的 とは、 「集 団

のメ ンバ ー のだれ の意 見 も聞 き取 られ尊重 され る こ と」 だ と定 義 して い る ( 山本 2014) 〇

平和 で民主 的 な国家 、社会 の形成者 を育成 す るた め に、子 どもた ち に 自治能力 と民主 的 な

人格 を形成 す る こ とは重要 な こ とで あ る。

3 、研 究 の方法

本研 究 の 目的 を達成 す るた めの研 究方法 は以下 の通 りで あ る。 まず、生 活 指 導 に関 す る先

行 研 究 を 「歴 史 」 「子 ど も観 」 「子 ど も集 団 づ く り」 「特 別 支 援 教 育 」 の観 点 で整 理 す る。

次 に、 生 活 指 導 の視 点 を手 が か りに、 社 会 科 の先 行 研 究 、 社 会 科 の教 科 と して の あ り方 を

分 析 し、 生 活 指 導 と社 会 科 の共 通 点 を明 らか にす る。 最 後 に、 設 計 した授 業 構 想 を も と

に、 授 業 の計 画 と授 業 実 践 を行 い、 結 果 を踏 ま えて、 生 活 指 導 の考 え方 に基 づ い た社 会 科

の授 業 を考 察 す る。
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4 、先行研 究 の検 討

( 1 ) 生活 指導 の系譜

生活 指導 の歴 史 につ いて整 理 す る。 山本 (2014) は、戦後 の生活 指導論 は次 の 4 つ の類 型

に分類 して い る。 1 つ 目は、 日常 生活 の仕 方 や態度 の指導 を生活 指導 とす る考 え方 で あ る。

2 つ 目 は、 アメ リカか ら輸 入 され た ガ イダ ンス理論 に依拠 して子 どもた ちの社 会 的適 応 を図

ろ うとす る考 え方 で あ る。 3 つ 目は、実生活 を見 つ め させ てそれ を綴方 に書 かせ、学級 で討

論 し、疑 問 が出れ ¦母 ベ なが ら どうす れ ばいいか を考 え させ てい く生活綴 方 、 お よび生活綴 方

を も とに、学級 の なか になん で も言 え る雰 囲気 をつ くる こ とか ら始 めて仲 間意識 を確 立 しょ

うと した仲 間づ く りで あ る。 4 つ 目 は、 学級集 団や児童会 ・生徒 会 を 自治集 団 と して組織 す

る集 団づ く りで あ る。 1 つ 目 と2 つ 目の類 型 は生活 指導 とは原理 を異 にす る生徒 指 導 とい う

べ き もので あ り ( 山本 2014) 、 3 つ 目の類 型 は生活綴 方教 育 の系譜 で あ る。全生研 の生活 指

導 は、 4 つ 目の類 型 に分類 され る理論 と実践 で あ る。

( 2 ) 生活 指導 の枠 組 み と方 法

生活 指導 で は、子 どもを 「生活者 」 と して とらえ る。生活者 として の子 どもの とらえ方 は 2

っ あ る。 1 つ 目は、子 ども自身 が < 自分 の主人 >  とい うとらえ方 で あ る ( 山本 2014) 。具体

的 には、子 どもに 「児童 ・生徒 」 と して校 則 やル ール や教 師 の指 導 に黙 って従 うこ とを求 め

ず, これ らが 自分 や仲 間 に とって必要 な こ とか、従 うこ とカヾ合 理 的 なのか、適 当 にや りす ごす

ほ うが いいのか、正 当 な手続 きに従 って変 え よ うとす るのか、 それ を決 め るの は子 どもた ちだ

とい う考 え方 で あ る ( 山本 2014) 。 2 つ 目は、 「子 どもをま る ご とと らえ る」 とい うとらえ

方 で あ る ( 山本 2014) 〇子 どもは家庭 、地域 、学校 で別 の人 間 にな るわ けで はない。前 日に

嬉 しい こ と、楽 しい こ とが あれ ば、 晴れ晴れ と した気持 ちで学校 に来 る し、逆 の場合 もあ

る。 また、地域 や家庭 で身 につ けた ものの見 方、感 じ方 、考 え方 をそ の まま学校 に持 ち込 ん

で来 る。 つ ま り、 時間 や場所 を単位 に子 どもを分 割 す るので はな く、子 どもた ちが 向かい合

って い る 「生活 の全体 」 を把握 す る とい う考 え方 で あ る ( 山本 2014) 。

全 生研 の集 団づ く り論 は、 『学級 集 団づ く り入 門 第 2 版 』 で体 系化 され る。集 団づ く り指

導 を 「班 づ く り」 「核 ( リー ダー) づ く り」 「討議 づ く り」 の 3 つ の側 面 で とらえ、 どの よ うに

指導 す るか を 「構 造表 」 を示 す こ とで体 系化 され た ( 山本 2014) 。 しカ、し、 学級 集 団づ く り

の手法 で は実践 が上手 くいか ない事例 が多数報 告 され る よ うにな り、学級 の枠 に とらわれ な

い 「子 ども集 団づ く り」 へ の転換 が図 られつ っ あ る。
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最後 に、生活 指導 と特 別支 援教 育 につ いて整理 す る。湯浅 (2008) は、特別支 援教 育 の中

で、発達 障 が い児 と生活 に着 目 し、発達 障 が い の子 どもた ち は、 いつ も 「困 った」 行動 を と

るわ けで はない。AD HD の よ うに、 目に とま った り、 聞 こえて くる声 につ い気 を とられ て し

まい、教 師 の指示 や発 問 に注 意 で きに くい ときが あれ ば、注 意 で き る とき もあ る。 「揺 れ が 日

常」 とい う世 界 の生 きづ らさを どう聞 き取 るのか に子 ども理解 の基本 が あ る と し、 「で きな

さ」 と 「で き る こ と」 の間 で、 「揺 れ て もいい のだ」 とい うニーズ に耳 を傾 け る こ とが、特別

支 援教 育 のい うニ ーズ の把握 で はない か と述 べ て い る。一見 、 問題 行動 を起 こす 困 った子 に

見 え る子 どもの生 きづ らさや揺 らぎ、、 ニーズ に どの よ うに応答 してい くのかが重 要 にな る。 そ

して、 ニ ーズ に応答 す る、 ニーズ の主体 にな る こ とは、本研 究 の授業 実践 にお ける 「当事者 性

をた ちあ げる学 び」 とも関連 す る内容 で あ る。

( 3 ) 生活 指導 の課題

生活 指導 の先行研 究 を分 野 ご とに整理 した。全 生研 の生活指導論 は、生活者 として の子 ども

観 と集 団づ く りの方法 を明 らか に した もので あ った。一方 で、生活 指導 の理 論 を教科 に落 と

し込 んだ研 究 の蓄積 は不十分 で あ る。 その中で、生活 指導 の理念 を教科 や授業 に落 と し込 む

枠組 み として、高橋 (2014) は、生活 指 導 の 「学 び」 の特徴 を 5 点 あ げて い る。 1 つ 目は、

当事者 をた ちあ げる学 びで あ る。 2 つ 目は、 コ ンフ リク トをつ かむ学 びで あ る。 3 つ 目は、

対 話 と参加 に開 かれ た学 びで あ る。 4 つ 目は、 関係 と意 味 の組 み換 えで あ る。 5 つ 目は、生 き

て い くため の学力 の追 求 で あ る。本研 究 で は、 そ の中で も当事者 性 をた ちあげる学 び に着 目す

る。 自治能力 や民主 的 な人格 を身 につ けるた め に は、仲 間 の多様 な価値 観 を 自分 ご とと して捉

え るこ とが重要 で あ る。 当事者性 をた ち あ げる学 び とは 「生活 現 実 のなか にあ る問題 を発見

し、 自分 た ちの生活現 実 に対 して、 「傍観者 」 で はな く、 「当事者 」 と して願 いや要 求 を 自覚

し、 これ らの解 決 • 克服 へ と行動 して い く学 び」 (高橋 2014) で あ る。

5 、生活 指導 と社 会科

社 会認 識 の形成 を通 して、市 民的資質 の育成 をめ ざす社 会科 と、子 どもたち に 自治能 力 と民

主 的 な人格 を育成 す る ことをめ ざす生活 指導 は互 い に瀬 性 が高 い。以下 に示 す 図 は、社 会科

にお け る市 民 的資質 の構 造 を示 した もので あ る。社 会科 の授業 にお け る問 い は、社 会 認識体

制 に示 され てい る、知 識 • 判 断力 を問 うものが望 ま しい とされ て い る。本研 究 の授業 実践 に

お いて は、 以下 の図 の価値 的知識 • 判 断力 に近 い問 い を構 想 した。
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また、価値 的知識 ・判 断力 が獲 得 させ よ

うと して い るのが、市 民 的活動 で あ る。市

民 的活 動 と して位 置 づ け られ て い る合 理 的

意 思決 定 、実践 的意 思決 定、 市民 的行動

は、本研 究 にお け る当事者性 をた ち あ げる

学 び と関連 す る部 分 もあ る。

「当事者性 をた ちあ げる学 び」 とは、 自

分 たち の生活 や身 の まわ りにあ る問題 を発

見 し、 そ の問題 に対 して、 「傍観者 」 で は

な く、 「当事者 」 としてニーズや願 い、要

求 を 自覚 し、 これ らの解決 や克服 へ と行動

してい く学 び、 で あ った。 当事者 性 をたち

あ げる学 びの定 義 の、 問題 に対 して、 当事

者 と して ニーズ を 自覚 し、 問題 の解 決 や克

服 へ と行動 して い くこ とが、市 民 的資質 の

構 造 中 の、市 民的活動 にあた る とい え る。

生活 指導 の当事者 性 をた ちあ げる学 び と社 会科 にお け る市 民 的資質 の構 造 は、共通 点、重 な

りが あ った。 この中で も、 当事者 性 をた ちあ げる学 び は、 図 中の 「意志力」、 「感情 」 に特 に着

目 した考 え方 で あ る。 当事者 性 をたち あ げるた め に、 「願 い」 や 「要 求」 に気 づ かせ、生徒 に

具体 的 な行動 を志 向 させ るた め に は、 「意 志力」 や 「感情 」 に働 きか け る こ と力蓮 要 で あ る。

森 分 (2001) は、 「意志力」 や 「感情 」 は社 会認識 と並 んで、 市民 的資質 を構 成 す る要素 だ と

してい る。本研 究 で は、 「意 志力」 や 「感情 」 に働 きか ける方法 と して、 !・問 い」 に着 目 した。

社 会科 で は、単元 な ど内容 や時間 の ま とま りの中で、学 習 の見通 しを立 て た り、 ふ り返 っ

た りす る こ と、 そ のた め に、単元 な ど内容 や時間 の ま とま りを見通 した 「問 い」 を設定 す る

こ とが重要 で あ る。 中学校 の社 会科 で は、単元 を通 して子 どもた ちが課題 を設定 して学 ぶ た め

に、 「単元 を貫 く問 い」 の実践 が進 め られ て い る。 『中学校 学習指導要領 (平成 29 年告示) 解

説 社 会編 』 にお いて も、 「社 会 的 な見方 • 考 え方」 を働 かせ る こ とで、社 会 的事 象等 の意 味

や意義 、特 色 や相 互 の関連 等 を考 察 した り、社 会 に見 られ る課題 を把握 して そ の解 決 に向 けて

構 想 した りす る学 習 を一層 充 実 させ る こ とが求 め られ る」 との記述 が あ る。

合 理 的 意 思 決 定

市

民

的

資

質

図 1 市 民 的 資 質 の構 造

(森分孝治 「市民的資質育成における社会科教育ー合理

的意思決定一」社会系耕 檄 育学会編 『社会系教科教育

学研究』13 号、2001年、p.47 より引用)
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また、生活 指導 の理論 の 1 つ と して 「呼 びか け と応 答」 の考 え方 が あ る。生 きづ らさを抱 え

た人 々が ともに問題解 決 を呼 びか けてお り、 それ に応 答 す る とい う考 え方 で あ る。 この 「呼

びか け と応 答 」 の関係 性 を授業 で取 り入 れ るた め に も、 澗 い」 に着 目 した。 「呼 びか け」 に

な る よ うな 「問 い」 を構 想 し、授業 内で 「呼 びか け と応 答 」 の関係性 をつ く り出 してい くこ と

も、社 会科 の授業 の枠 組 みで、子 どもた ち に 自治能力 と民主 的 な人格 を育 て る、 とい う生活

指 導 の 目標 を達成 す るため に重 要 な こ とで あ る。 もち ろん、教材 も子 どもた ち に 「呼 びか

け」 るが、教材 を通 して子 どもた ち力ヾ 「呼 びか け」 に気 づ き、 「応 答」 す る こ とを助 け るた め

に も、 問 い を設定 し、願 いや要求 を意識 しつ つ教材 に向 き合 うこ とが重 要 で あ る。

6 、授 業 の計画 と授業 実践

本研 究 にお ける授業 実践 の概 要 は以下 の通 りで あ る。

« 1 次 実践 »

• 対象 • 中学校  第 3 学年 • 時間数 : 全 3 時間

• 単元 「敗 戦 か ら立 ち上 が る 日本 」 (歴 史分野) ※ 1 学級 で実施 。

« 2 次 実践 »

• 対象 一 中学校  第 3 学年 • 時間数 : 全 4 時間

• 単元 「人権 と日本 国憲法 」 (公 民分 野) ※ 1 学級 で実施 。

生活指 導 と社 会科 の先 行研 究 や理論 と実践 な どの視 点 を取 り入 れ て、本研 究 にお け る授 業実

践 の枠組 み を以下 の 3 点 の よ うに構 想 した。

① 「単元 を貫 く問 い」 を通 して、単元全体 で当事者 性 をた ちあ げる。

② 「単元 を貫 く問 い」 の手 が か りとな る 「問 い」 を各授業 で提 示 し、 当事者性 をた ち

あ げる。

③ 全 員参加 を保 障す る授業 づ く りを行 う。

① @ につ いて、 1 次実践 の歴 史分野 の問 い は、 当時 の人 々の 「願 い」 や 「思 い」 に着 目さ

せ る よ うな問 い を構 想 した。 2 次 実践 の公 民分 野 の問 い は、 「わた した ち」 を主語 に しなが

ら、子 どもたちの具体 的 な行動 を促 す よ うな問 い を構 想 した。 また、 「単元 を貫 く問 い」 とい

う大 きな枠 組 み を提示 しつつ、各 授業 の 「問 い」 で段 階 を踏 み なが ら当事者 性 が た ち あが る

よ うな単元 の構 成 を意 図 して い る。 また、 1 次実践 と 2 次 実践 の連続性 も意識 して い る。
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③ の全 員参加 を保 障す る授業 を実現 す るた め に、授業 の冒頭 で、教科 書 と授業 プ リン トを

使 用 した課題 学 習 を実施 した。教科書 の知識 を保 障す る こ とで、 当事者性 のみ に立脚 す るの

で はな く、社 会科 の知識 ・技能 を判 断基 準 に しつつ、 当事者 性 がた ちあが る こ とを意 図 して い

る。 また、毎 回の授業 にお いて、班 で話 し合 い をす る時 間 を設 けた。話 し合 い を授業 に取 り

入 れ る こ とは、生活 指導 の学 びの特徴 の 1 つ の対 話 と参加 に開 かれ た学 び とも関連 が深 い。

例 えば、 1 次実践 の 1 時 間 目で は、教科 書 の問 い の 「敗 戦後 、 日本 の人 々 と社 会 は どの よ う

な状況 で あ っただ ろ うか。」 で はな く、 「人 々 は どの よ うな思 い を もって、敗戦 か ら出発 した の

だ ろ うか ? 」 との問 い を設定 し、 問 い に対 して、班 ご とで の話 し合 い の時間 を設 けて、全 員参

加 を保 障 しつつ、 よ り当事者 性 が深 ま る こ とをね らった。 また、 当事者 性 を喚起 す る資料 を

提 示 した ほか、授業 の 冒頭 で授業 プ リン トに よる課 題学 習 を実施 し、教科書 の内容 を抑 え る

こ とで、社 会科 の知識 の定着 と社 会 認識 の形成 も保 障 して い る。 これ に よ り、社 会科 の知識 や

社 会 認識 に立脚 した当事者性 がた ちあが る こ とも狙 って い る。

7 、生活 指導 の考 え方 に も とづ いた社 会科 の授 業

( 1 ) 授業 趣 の分析

(略) そ して この単元 の問 い の所 で、 唯一 の被爆 国 と言 う事 で、広 島県 や長 崎 の原爆 の事

もあ って、二度 とああ言 うあや まち をお か さない と言 う思 い とか もこの問 い には残 されて

いて、 す ご く深 い な あ と思 い ま した。 そ して敗戦 か らの立 ち上 が る気持 ち とか、人 々が ど

うや って立 ち直 ったか とい う事 も各 々い ろん な思 いでで きて いたんだ な あ と思 い ま した。

今 まで の授業 を通 して戦 争 の悲惨 や、届 か ない、 どこかで泣 いて い る声 な ど、、本 当 にダメ な

事 だ な あ と改 めてつ うかん しま した。 (略) とて もわ か りや す くて、戦 争 が どんだ け痛 い物

かがわ か りま した。戦 争 な く本 当 に平和 な社 会 にな って い って ほ しい し、 自分 の届 く範 囲

でや って い きた いです。

本研 究 の授業 実践 にお いて は、 ふ り返 りカー ドを用 いて、生徒 のふ り返 り記述 を収 集 し

た。記述 を求 めた内容 は、 「単元 を貫 く問 いの予想 」、 「各 時 間 のふ り返 り」、 「単元 のふ り返

り」 で あ る。収 集 で きた生徒 のデ ー タ は 26 名分 で あ る。上記 は、 1 名 の生徒 の 1 次 実践 の 3

時間 目のふ り返 り記述 で あ る。紙 面 の都合 上、 1 名 の生徒 のみ を掲載 す る。

また、 ふ り返 りカー ドの記述 を以下 のル ー ブ リックを も とに 4 段 階 で評価 、分類 す る。 ル

ー ブ リックは、前述 の当事者 性 をた ち あ げる学 びの定義 に も とづ いて作 成 した。
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表 1 「ふ り返 りカー ド」 の評価 のル ー ブ リック

(筆者作 成 )

A
自分 た ちの生活 や身 の まわ りにあ る問題 の 「当事者 」 と して、願 いや要求 を

自覚 し、解 決 や克 服 に向 けて行動 しよ うと して い る。

B
自分 た ちの生活 や身 の まわ りにあ る問題 の 「当事者 」 と して、願 いや要求 を

自覚 してい る。

C 自分 た ちの生活 や身 の まわ りにあ る問題 を 「傍観 者 」 と して捉 えて い る。

D 授業 の感想 のみ に とどま って い る。

なお、評価 の対 象 は、 1 次 実践 と2 次 実践 ともに、 「単元 を貫 く問 い の予想 」 を除 くふ り返

り部分 の記述 とす る。 「単元 のふ り返 り」 を中心 に、 ル ー ブ リックに も とづ いて、総合 的 に評

価 して い る。 1 次 実践 で A 評価 の生徒 が 6 名 (23%) 、B 評価 の生徒 が 6 名 (23%) 、C 評価

の生徒 が 12 名 (46%) 、D 評価 の生徒 が 2 名 (8%) で あ った。 2 次 実践 にお いて も、A 評価

の生徒 が 6 名 (23%) 、B 評価 の生徒 が 6 名 (23%) 、C 評価 の生徒 が 12 名 (46%) 、D 評価

の生徒 が 2 名 (8%) で あ り、23%生徒 の 中 に は、 当事者性 が た ち あが った一方 で、77% の生

徒 に当事者 性 が十分 にた ちあが らなか った こ ともわ か る。 また、 1 次実践 、 2 次 実践 ともに A

評価 で あ った生徒 は 4 名 (15%) で あ った。

多 くの生徒 に当事者 性 が たち あが らなか った要 因 として、 「当事者 」 と して の視 点 を重視 し

た 「問 い」 を構 想 した一方 で、 その視 点 か ら具体 的 な行動 につ なが る よ うな働 きか けや視 点

の転換 カヾ不 十分 で あ った こ とが挙 げ られ る。今 後 、 「当事者 」 の視 点 を もちつつ、 自分 の行動

につ な げて い け る よ うな手立 てが求 め られ る。 しか し、本 授 業実践 の結果 、A 評価 の生徒 も見

られ た こ とか ら、本研 究 の取 り組 み も一定 の評価 がで き る とい え るだ ろ う。

全体 の傾 向の評価 に加 えて、 1 次実践 と 2 次 実践 ともに A 評価 の生徒 を対 象 に SCAT の手

法 に よる分析 を行 った。SCAT とは大谷 (2019) カヾ提 唱 した質 的研 究 の分 析 方法 の 1 つで あ

る。質 的研 究 は、量 的研 究 に対 して立 て られ た概 念 で あ り、量 的 ・実証 的手法 で は研 究 的 に扱

うこ とがで きなか った研 究主題 や 問題 に適 用 す る ことが可能 な研 究方法 で あ る (大 谷 2019) 〇

また、大 谷 (2019) は量 的研 究 の条件 と して、測定 結果 が数 量 として与 え られ ること、 そ の結

果 の望 ま しい値 が合 意 され て い る こ とをあ げて い る。本研 究 にお けるふ り返 り記 述 は、量 的研

究 の条件 に該 当 しない。 また、本研 究 は解釈 主義 的パ ラダイム に立 った研 究 で あ る。解 釈 主義

的パ ラダイムで は、意 味 は解釈 に よって与 え られ る と考 え られ てい るので、 テ クス トの解釈 が
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重 要 にな る (大 谷 2019) 〇そ のた め、本研 究 で は、SCAT を用 いた分析 を行 う。紙 面 の関

係 上 、 1 名 の生徒 a の 1 次 実践 の分析 のみ掲 載 す る。

表 2 生 徒 a の ふ り返 りの分 析
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生徒 a のふ り返 り記述 を分析 す る と、最初 に、戦後 の過 酷 さ と人 々の不 安 を予想 し、人 々

の終戦 の安堵 や戦後 の生活 へ の不 安 との葛藤 に気 づ いて い る。 また、現代 へ も視 点 をつ な ぎ、

戦 争 の苦 しさ と現代 へ のつ なが りの発見 にいた ってい る。 日本 国憲法 が公布 、施 行 され た単元

で は、 当時 の人 々 の立場 にな って考 え、人 々が憲法 に対 して抱 いた希 望 へ の気 づ き も得 てい

る。 また、今 につ なが る戦 争 の反 省 や敗戦 か ら立 ち上 が る人 々の姿 へ の気 づ き、戦 争 に巻 き

込 まれ た名 もな き人 々、 民衆 の悲 しみ の発見 を通 して、戦争 のな い平和 な社 会 へ の決意 を固 め

て い る。最後 に、広 島 と長 崎 の被 爆 地 か らの学 び と人 々が戦 争 の悲 しみか ら立 ち上 が る姿 を

通 して、平和 を求 め る思 い を よ り強 くして い る。 この よ うに、a は、終戦後 の人 々 の立場 にた

って社 会 的事 象 を捉 え、 当事者 性 を もって当時 の時代 を学 ん で い るこ とが読 み取 れ る。特 に、

憲法 に対 して当時 の人 々が希 望 を もって いた とい う解釈 は、a が、終戦 後 の人 々の立場 にた

ち、 当事者 性 を もって いたか らこそ導 かれ た もので あ り、 当時 の人 々の 「願 い」 や 「思 い」 に

焦 点 をあて た問 い の効果 が あ った とい え るだ ろ う。 また、特 に着 目すべ き点 は、過 去 の人 々

の立場 に立 つ だ けで はな く、過 去 か ら現在 に視 点 をつ な き’、 この社会 を生 き る当事者 と して、

戦 争 の ない社 会 をつ くる決意 を固 めて い る点 で あ る。具体 的 に 「自分 の届 く範 囲でや ってい き

た い」 とい う行動 に も言及 して い る。a の中 には、歴 史 の表 舞 台 に登場 しない人 々 の立 場 に立

ったか らこその当事者 性 が過 去 と現在 をつ な ぐ形 でた ちあが って い る とい え る。

( 2 ) 生活 指導 の考 え方 に も とづ いた社 会科 の授業 の考 察

生活指 導 は、子 どもた ちの 自治能力 や民主 的 な人格 を育成 す る こ とが 目的 で あ った。 ま

た、 「当事者 性 をた ちあ げる学 び」 とは、 自分 た ちの生活 や身 の まわ りにあ る問題 を発 見 し、

そ の問題 に対 して、 「傍観者 」 で はな く、 「当事者 」 と して ニーズや、願 い、要求 を 自覚 し、 こ

れ らの解 決 や克服 へ と行動 して い く学 びで あ った。生活 指導 の 目標 に立 ち返 る と、 自治 能力、

自分 た ちの こ とは 自分 たちで決 め るた め には、 問題 に対 して、傍 観者 で はな く当事者 と して問

題 に向か うこ と、 当事 者 と して のニ ーズ を 自覚 す る こ とが重 要 で あ る。 また、 民主 的 な人格 を

形 成 す る こ と、集 団 のメ ンバ ー のだれ の意見 も聞 き取 られ尊重 され るには、 当事者 として相 手

の立場 に もた ち、 メ ンバ ー 1 人 1 人 の願 いや要 求 に寄 り添 うこ とが不 可 欠 で あ る。

この点 を踏 まえ る と、 生活 指導 の 目標 を達成 す るため には、子 ど もた ち に当事者 性 をた ち

あ げる こ とが不 可 欠 で あ る とい え る。 そ のた め、社 会科 の枠 組 みで生活 指導 の 目標 を実現 す る

た め には、 当事者性 をたち あ げる学 びの構 想 を取 り入 れ るこ とが その条件 の 1 つで あ る。
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本研 究 で は、 当事者性 をた ち あ げるた め に、 問 い に着 目 した。 当事者 性 をた ちあ げるため

に、 「願 い」 や 「思 い」 に着 目させ るよ うな問 いや 「わ た した ち」 を主語 に しなが ら、 子 ども

た ちの具体 的 な行動 を促 す よ うな問 い を構 想 し、授業 で実践 した ところ、一部 の生徒 に当事

者 性 が た ち あが った。 また、 「単元 を貫 く問 い」 を提 示 し、単元 を通 して当事者 性 をた ち あ げ

る方法 も有効 で あ った。 しか し、 当事者 性 をた ちあ げるだ けで とどま って はい けない。最終 的

には、子 どもた ち に 自治能力 と民主 的 な人格 を形 成 す るた め に、授業 の内外 で多種 多様 なア

プロー チ をす る こ とが求 め られ る。生活指導 は、 学校 の あ らゆ る場面 で実践 され て い る。本

研 究 の当事者性 をた ち あ げる学 びの構 想 を取 り入 れ て、 当事者 性 をた ちあ げる授 業 は、生活 指

導 のめ ざす 自治能力 と民主 的 な人格 を子 どもた ち に育 む一歩 目の授業 なので あ る。

8 、研 究 の課題

本研 究 は 2 点 の課題 も残 され て い る。第 1 は、生徒 の当事者 性 の立場 の偏 りで あ る。特

に、 1 次 実践 に見 られ る傾 向で あ るが、 生徒 のふ り返 りカー ドの記述 を分析 す る と、 日本 の

戦 争被 害 のみ に着 目 して い る記述 が あ り、戦 争 に負 けたか ら平和 を願 ったか の よ うな解釈 が で

き る内容 が一部、見 られ た。 これ は、 日本 が侵 略 した とい う加 害 的 な側 面 を見落 と して い る可

能性 が あ り、 日本 に侵 略 され た側 の当事者 性 が た ちあが って いない。今後 は、様 々 な立場 の

人 々の複数 の当事者 性 を立 ち上 げてい くよ うな仕 掛 けが求 め られ る。

第 2 は、子 どもた ちの 自治能 力 や民主 的 な人格 の検 証 が不十分 で あ った こ とで あ る。本研

究 の授業 実践 にお いて、 当事者 性 が た ちあが った こ とは検 証 したが、 そ の先 の子 どもた ち の

自治能力 や民主 的 な人格 に どの よ うな変化 が生 じたのかの検 証 は不 十分 で あ った。本研 究 の 性

格 上、検 証 が難 しか ったため、今後 、継続 的 な実践 と検 証 が求 め られ る。
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